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ーー  注目情報ーー  注目情報
（法令改正関係情報）
　●「植物検疫制度の見直し」を更新しました（令和３年２月2日）
　●「押印を求める手続等の見直しについて」を掲載しました（令和３年1月14日）
　●「植物防疫法施行規則別表3、別表4及び別表6に掲げる植物等の積替輸出に係る確認実施要領」を制定しました
　   （令和2年12月17日）
　●「中華人民共和国産いねわらに関する植物検疫実施細則」が一部改正されました（令和2年12月14日）

（輸出植物検疫関係情報）
　●「輸出入条件詳細情報」（輸出関連情報）における「各国の検疫条件」を更新しました（令和３年2月４日）

（その他）
　●情報誌「植物防疫情報No.39号」を掲載しました（令和2年12月15日）

植物防疫所のホームページ（https://www.maff.go.jp/pps/）の「注目情報一覧」では、
法令改正や輸出入植物検疫に関する最新情報を提供しています。 令和3年2月24日現在
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令和 2 年 3 月～ 12 月発行

●第36号（3月発行）
*国際植物防疫年2020について
*IPPC国際シンポジウムが静岡で開催される
*（輸出特集１）茨城県産なし生果実のアメリカ合衆国向け 
  初輸出について 
*（輸出特集２）タイ向け生果実輸出条件について
*（輸出特集３）ベトナム向けりんご生果実の輸出について
*中部国際空港における旅客携帯品検疫の現状
*関西国際空港開港25周年を迎えて
*博多港でのCIQ合同広報キャンペーン
*那覇空港で国内移動規制植物等に関する広報キャンペーンを実施
*（重要なお知らせ）植物を日本に持ち込むには、「検査証明書」
  が必要です。
*最新情報
  （法令改正関係情報・植物検疫関係情報）

●第37号（7月発行）
*植物防疫法施行規則の改正について
*近年輸入解禁された植物について
*近年国内で発見されている病害虫について
  －ツマジロクサヨトウの国際的な取組－
*動植物検疫探知犬バッキー号の引退
*米国向けカキ生果実の初輸出（奈良県）
*奄美群島での植物等の移動規制に関する広報活動

*台湾産パインアップル苗の隔離栽培検査
*2020年は国際植物防疫年です！
*最新情報
 （法令改正関係情報・植物検疫関係情報）

●第38号（9月発行）
*検査証明書の添付が免除される植物の見直しについて
*動物検疫所との合同広報
*静岡県藤枝市のウンシュウミカン輸出について
*インターネットで植物を買うときは注意！
*長野県産リンゴのベトナムへの輸出に向けて
*玉島ハーバーアイランド穀物用ふ頭が供用開始（岡山県水島港）
*福岡空港の新型コロナウイルスの感染防止対策について
*台湾産パラミツ苗からMeloidogyne enterolobiiが発見された
  事例について
*最新情報
  （法令改正関係情報・植物検疫関係情報）

●第39号（12月発行）
*令和元年輸出入植物検疫概況（全国）
*那覇空港における旅客携帯品検疫の現状
*国内におけるミカンコミバエ発見事例とその対応状況
*国際植物防疫年2020を記念した切手が10月5日に発行
*名古屋植物防疫所での出張所整備について
*ベトナム産レイシ生果実の輸入解禁
*宮崎空港の検疫探知犬導入式典に「ぴーきゅん」が参加
*平良港クルーズ船専用岸壁及び旅客受入れ施設（CIQ施設）の整備
*注目情報
  （法令改正関係情報・植物検疫関係情報）
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～ 発案者吉本菜海子技官（横浜植物防疫所）に聞きました ～～ 発案者吉本菜海子技官（横浜植物防疫所）に聞きました ～
「ひらめき」を超えて　植物防疫所公式キャラクター「ぴーきゅん」誕生の話「ひらめき」を超えて　植物防疫所公式キャラクター「ぴーきゅん」誕生の話

　令和２年８月に植物防疫所公式キャラクター「ぴー
きゅん」が、ホームページやチラシなどでデビューしま
した。そこに至るまでには「ひらめき」を「成果」に
する着実な活動と周囲の協力があったとのこと。今回
は発案者である横浜植物防疫所の吉本菜海子技官に

「ぴーきゅん」がデビューするまでと、これからの方向
性について伺いました。

−植物防疫所公式キャラクタ−ぴーきゅんがデ
ビューして数か月経ったのですが、今日はぴーきゅ
んについていろいろと話を聞かせてください。
　さっそくなんですが、ぴーきゅんのコンセプト
をひらめいたきっかけって何だったんですか。

吉本）若手職員を中心に活動しているオリ・パラ
に向けた「広報強化チーム」があるのですが、私は
そのメンバーなんです。チーム内の議論が進んで

「キャラクターを作ろう、じゃあ募集しよう」とい
う方向性が打ち出されたのですが、実はチームの
メンバーになる数ヶ月前からキャラクターについ
て考えていました。
　当時勤務していた羽田空港のＣＩＱ合同で広報
活動を行う機会があったのですが、植物防疫所だ
け着ぐるみのキャラクターがいなくて、寂しい思
いをしました。その時から「オリンピックもある
ことだし、近々キャラクターを作る時がくるだろ
う」と考え、少しずつアイディアを書きためていま
した。
　どんなキャラクターかを明確にすることが重要
と考えてコンセプトを固めて、植物防疫所につい
て説明できるビジュアルにすることを目標に設定
して、デザインの作成に入りました。

―なるほど。ぴーきゅんのキャラクターデザインが
生み出されるまでは悩んだりしましたか。

吉本）キャラクターというものは、頭の中にポンと
浮かんでくるものだと思っていたのですが実際はそ
の逆で考え抜いて生み出したといった感じでした。
　最初に思いついたのは顔でした。植物防疫所は
英語の Plant Quarantine を略して「ＰＱ」と呼ばれて
いるので、この二文字をキャラクターの表現に落と
し込みたいと考えました。メモ用紙にさまざまな
形の「ＰＱ」をたくさん書いて、その中で小文字
の「ｐｑ」が左右対象で目の表現に使ってみたら
面白いのでは？と思いついたんです。その後、顔の
形、胴体のバランス、色や羽の大きさなどを考えま
したね。バランスについて30パターン以上作ったの
かな。その中から同僚や先輩に見てもらい、絞り込
んで良いと思ったものを、コンペに提案して、全所
的な投票が行われ、選考の結果、採用されました。
　「ｐｑ」の文字の縦線部分が昆虫のあごのように見
えたので「虫」のキャラクターにしようと決めました。し
かし虫と言ってもいろいろいます。
　私としては害虫をモチーフにすることは絶対に避
けたいと考えました。実際に日本国内でもミカンコミ
バエやアリモドキゾウムシなどの重要な害虫に苦し
んでいる地域もありますし、身近なところですと、ア
ブラムシやヨトウムシなどの害虫に苦しんでいる農家
の方や一般家庭もあるからです。
　そこで、一般的によく知られている益虫の「テント
ウムシ」をモチーフにしました。
　害虫を食べて農作物を守るテントウムシは、日本の
農業を守るための組織である植物防疫所のイメージに
合っていますし、漢字で書いても良い意味（天道虫、
太陽に向かって飛んでいく）で、日本人以外にとって
も縁起が良いイメージの虫として有名なことから最適と
考えました。
　ちなみに背中の５つ星は横浜・名古屋・神戸・門
司の植物防疫所と、那覇にある植物防疫事務所の５
本所を表現しています。

ー実は令和２年４月に吉本さんは発案者の立場から、
人事異動でぴーきゅんが関わる広報活動を具体的に
実現させる担当者という立場になり、着ぐるみを作
ることになりましたがデビューさせるまでの苦労みた
いなものがありましたら聞かせてください。

吉本）着ぐるみを制作している作業は、デザイン
や色味を決めるなど、楽しい作業が多かったので

植物防疫所公式キャラクターぴーきゅん（羽田空港にて）
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植物を輸出するために植物を輸出するために

苦労と感じることはありませんでした。コロナ禍
でも着ぐるみ自体の制作は進められたのです。た
だ行事が中止や延期になって、先行きが不透明だ
なと感じていた時、突然８月にぴーきゅんをお披
露目できる機会の打診がありました。「ここだ！」
と。そこから具体的にどうデビューさせようか動
き始めました。季節柄まずは暑さ対策を万全にす
る必要があり、とにかく安全に運用できるように
注意しました。

－ぴーきゅんのデビューは江藤前農林水産大臣が参
加された宮崎空港のイベントでしたね。実際に動い
ているぴーきゅんが記者の方々や関係者の皆さん
の前に登場したときはどういう気持ちでしたか。

吉本）単純に嬉しいという感情よりも、多くの人
の仕事が積み重なってやっとデビューできた。と
いった感慨深いものがありました。
　「ぴーきゅん制作のスタート」を担当してくだ
さっていた前任の先輩や、イベントで一緒に盛り
上げてくれた後輩に感謝の気持ちがわいてきまし
た。

－こうしてデビューしたぴーきゅん。実は公式プロフィー
ルがあるそうですね。教えてもらっていいですか。

吉本）名前はぴーきゅんで、テントウムシです。
人間の言葉は話せません（笑）。ですから考えている
ことは、虫の気持ちが分かる植物防疫官に通訳をし
てもらっています。ぴーきゅん自身も植物防疫官と
して、海外からの病気や害虫の侵入を防ぎ、日本の
農業・自然を守ることを目標に働いています。
　特技は植物に潜む病気や害虫を見つけることで、
好きな食べ物は甘いもの（アブラムシ）です。

－これから全国各地の植物防疫所に第２、第３の
ぴーきゅんが植物防疫官として配属されていく見込
みですが、どのように働いていってほしいですか。

吉本）ぴーきゅんは植物検疫の重要性を国民の皆さ
んに広めることができると期待しています。植物防疫
所職員のみなさんと一緒に活動していく中で、ぴーきゅ
んが今後どのように成長していくのか楽しみです。　
－本日はありがとうございました。

　日本から海外に植物を輸出する際、輸出する植物
が輸出相手国（以下「相手国」という。）の求めてい
る検疫条件に適合している必要があります。そのため、
輸出前に相手国の植物検疫条件を確認いただくことに
なります。植物の種類によって、相手国が輸入を禁止し
ているもの、輸出時に検査が必要なもの、又は不要なも
のなど、植物検疫上の取り扱いが異なります。
　植物防疫所では、植物（苗、果物、野菜など）を
貨物及び郵便物として輸出、又は携帯品として持ち出
す場合に、相手国から求められている植物検疫上の条
件を抜粋してホームページに掲載しています。
　本稿では相手国に求められる代表的な検疫条件の
概要、ホームページを利用した植物の輸出検疫条件の
調べ方についてご紹介します。

〇代表的な検疫条件
・輸入禁止
　相手国が日本に存在している病害虫の侵入を防ぐた
めに、輸入禁止措置をとっている植物や、相手国の輸
入検疫条件が未設定又は不明な植物については、日
本からの輸出はできません。

・植物検疫証明書の添付
　諸外国の多くは植物の輸入時に植物検疫証明書

（Phytosanitary certificate）の添付を要求していま
す。植物検疫証明書は、輸出検査申請された植物に
ついて、植物防疫官が相手国の植物検疫条件に適合
しているか検査し、合格となったものに対し交付します。

　※輸出国、原産国、品目、相手国の植物検疫の条
件によっては輸出検査に長時間を要する場合がありま
す。輸出予定日までに円滑に受検できるためにも、事前
に植物防疫所にご確認後、申請されるようご協力をお
願いします。

・輸入許可証の取得
　諸外国の中には、種子や苗木などの植物を輸入す
る場合に、事前に輸入許可証（Import permits for 
plants）の発行を受けた植物でないと輸入を認めない
制度（輸入許可制度）を採用している国があります（例：
中国向け栽培用種子など）。植物防疫官は相手国が
発行した輸入許可証を確認し、記載されている検疫条
件などをもとに輸出検査などを行い、植物検疫証明書を
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交付します。
　相手国が輸入許可を要求している植物を輸出す
る場合は、事前に輸入者などを通じて相手国の植
物防疫機関から輸入許可証を取得してください。

・栽培地検査
　苗木や種子などについては、その植物（又は母株）
の栽培期間中の検査を要求している国があります

（例：EU 向け盆栽など）。相手国の対象としてい
る病害虫の発生時期にあわせて、一定の栽培期間
中に植物防疫官が栽培地に出向き検査を行います。
相手国の検疫条件に基づき求められる栽培地検査
は、相手国、輸出植物及び対象となる病害虫の種
類によって、検査の回数、時期が決められています。

・台湾、タイ、ベトナム向けリンゴ、ナシなど二国間合　
  意に基づく特別な検疫条件
　植物の種類と相手国の組合せによっては、日本
と相手国の協議によって、検疫条件が定められて
いるものがあります。

・その他の検疫条件
　上記以外にも、輸出前の消毒、PCR などの精密
検査や包装（表示）の指定など、植物の種類と輸出
相手国の組合せによって、検疫条件は多岐にわた
ります。また、原産国が日本以外の種子や栽培用
植物（苗など）を輸出する場合は、日本産の植物と
は検疫条件が異なる場合があり、注意が必要です。
　植物の輸出を計画される際は植物防疫所ホーム
ページなどを活用し、検疫条件を調べるようお願
いします。また、実際の輸出に際しては、相手国
の最新の検疫条件を現地荷受人などの関係者を通
じて輸入国の農業担当当局又は植物検疫当局に確
認することをお勧めします。そのほか、植物検疫
上の要求以外の他法令やワシントン条約により、
日本からの持ち出しが制限される場合があります。

〇植物防疫所ホームページなどを利用した諸外国への輸出検疫条件の確認方法

・輸出条件早見表
　植物防疫所では、問合せが多い植物（果物、野菜など）を貨物及び郵便物として輸出、又は携帯品として
持ち出す場合に、相手国から求められている検疫条件を一覧表形式でまとめ、「輸出条件早見表」としてホー
ムページに掲載しています（http://www.maff.go.jp/pps/j/search/detail.html#yusyutu：ご利用になる前に
必ず注意事項をご確認ください）。
　例えば、香港向けにカキ生果実を携帯品として持ち出す場合、「輸出条件早見表（携帯品編）」を参照すると、

「◎」で植物検疫証明書無しで香港に持ち込めることがわかります（令和 2 年 12 月 28 日時点の情報）。

国名をクリックすると詳細を確認することができます。
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のとキリシマツツジ苗木の英国向け輸出のとキリシマツツジ苗木の英国向け輸出

高校生による苗木の洗浄作業

・各国の検疫条件
　諸外国のホームページや連絡先などから入手した植物検疫に係る規則原文や規則改正情報などを整理し、ホーム
ページに掲載しています（http://www.maff.go.jp/pps/j/search/detail.html#yusyutu）。

・旅行者用簡易検索情報
　海外へ野菜や果物を持ち出す際の規制については、右の QRコードから渡航先の検疫条
件をスマートフォンなどで簡易的に確認することができます。
　また、植物防疫所では旅行者用に植物を渡航先に持ち出す際の注意をリーフレットにまとめ
てお渡ししています（外国語版も用意しております）。なお、リーフレットはホームページにも掲
載しています（http://www.maff.go.jp/pps/j/guidance/leaflet/index.html）。

・ご不明な点があれば・・・
　まずはお近くの植物防疫所へご相談ください。

旅行者用簡易検索情報

植物防疫所の所在地一覧

　のとキリシマツツジは石川県能登半島のみで見
られる世界的にも貴重な常緑性ツツジです。
　4 月から 5 月にかけて葉を覆い隠すほど密集し
て咲く真紅の花が特徴的で、現在も奥能登を中心
に樹齢100年以上の古木が500株以上維持・管理され
ていて、一部の名木は石川県の天然記念物に指定
されています。毎年一般民家の名木を鑑賞できるイ
ベントや各地で展示会が開催されるなど、石川県
の魅力の一つとして県内外に発信されています。
　平成30年3月、このツツジを維持・管理している地
元のNPO法人に対し、世界各地でガーデニングの普
及活動を行っている英国王立園芸協会から苗木寄
贈の要請があり、この法人の指導のもと、地元の高
校生が授業の一環として輸出用苗木の栽培に取り
組んでいます。
　また、輸出するためには、英国が検疫条件とし
ている植物防疫所によるタバココナジラミなどを
対象とした栽培地検査及び輸出検査に加え、輸出
前にはミナミキイロアザミウマなどを対象とした

消毒が必要（令和2年12月現在）であり、15cm ほどに
育成された苗木10品種367本がこの 2 年間に輸出さ
れました。
　この苗木は英国内で数年間育成したのち、サウ
サンプトン市にあるツツジやシャクナゲで有名な
巨大庭園「エクスベリーガーデン」に植樹される
予定です。この法人によると今後も英国への輸出
を続けるととともに、地元の名木が異国の地で大
輪の花を咲かせることを楽しみにしているとのこ
とです。
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令和元年 9月鹿児島県南九州市で令和元年 9月鹿児島県南九州市で
誘殺されたアリモドキゾウムシの初動対応誘殺されたアリモドキゾウムシの初動対応

はじめに
　アリモドキゾウムシは、イモゾウムシとともに
サツマイモの大害虫として恐れられ、植物防疫法
によりトカラ列島以南の発生地域からその他の地
域へは寄主植物であるサツマイモなどの移動が規
制されています。
　これらゾウムシの被害を受けたサツマイモは、
イモそのものがイポメアマロンという物質を生成
するため、苦くなるととともに強烈な悪臭を放ち、
食用はもちろん家畜の餌などにも使用できなくな
り、農家は大きな打撃を受けてしまいます。
　このアリモドキゾウムシ雄１頭が、令和元年 9
月25日に南九州市で鹿児島県が設置していたわな

（粘着式フェロモントラップ）に誘殺されました。
南九州市はサツマイモの一大産地であるため、関
係者が一丸となって初動対応を行った結果、早期
に発生状況を明らかにすることができました。今
回その初動対応について紹介します。
現地対策会議の開催
　植物防疫所では誘殺を確認した翌日（9月26日）
には、鹿児島県及び南九州市並びに生産者の代表
であるJAの担当者を参集して、現地対策会議を
開催しました。
　その中で、アリモドキゾウムシが定着しているか否
かを確認するための調査方法や、万一定着してい
た場合の防除方法について協議し、決定しました。
発生調査
　会議終了後直ちに、誘殺地点から半径2km圏内
に同じ粘着式のわな262基を増設し初誘殺以降の
気温条件などを考慮し、令和2年6月4日まで調査
を行うこととしました。
　また、誘殺地点周辺からこの虫が好むサツマイ
モのつるや芋、ノアサガオのつるなどを採取し、2
～3週間程度保管した後に切開し、この虫が寄生
していないか確認しました。
聞き取り調査
　過去には、発生地域の喜界島から鹿児島港に輸
送されてきた廃車にノアサガオが巻き付いていた
り、奄美大島から輸送する予定の車に巻き付いた

ノアサガオから幼虫が確認されたことがあったた
め、誘殺につながる発生地域からの物流情報につ
いて聞き取り調査を行いました。
調査結果
　調査の結果、新たな誘殺やサツマイモなどへの
寄生は確認されていませんでした。
　また、聞き取り調査では、侵入原因の特定につ
ながる情報を得ることはできませんでした。
　この結果を受け、現地対策会議で協議のうえ、ア
リモドキゾウムシの発生はなかったと判断し、今
回の対応を終了しました。この期間中、トラップ設
置も含め23回の調査にのべ314名の関係者が従事
しました。
おわりに
　鹿児島県はサツマイモの産地として知られ、南
九州市を含む南薩地区は国内でも有数の生量を
誇っており、サツマイモは芋焼酎の原料でも知ら
れています。また、最近では日本の焼き芋が東南
アジア諸国のコンビニ店などで売られ、スイーツ
としてブームになっており、より一層の振興が期
待されます。
　今回は、幸いにもアリモドキゾウムシの発生に
至ることもなく、関係者一同は胸をなでおろして
いるところですが、今後も侵入に備えるための体
制を維持していく必要があります。

粘着式のわなに捕らえられたアリモドキゾウムシ(雄)



植物防疫情報  No.40 7

条件付き輸入果物の動向（トルコ産グレープフルーツ）条件付き輸入果物の動向（トルコ産グレープフルーツ）

福岡空港で韓国路線が運航再開福岡空港で韓国路線が運航再開

　令和 2 年 11月27日、今シーズン初めて神戸港に
トルコ産グレープフルーツ生果実 1 コンテナ、1,248
箱、20t が輸入され、検査の結果、合格となりました。
　トルコには、日本が侵入を警戒しているチチュ
ウカイミバエが発生しており、植物防疫法により
寄主である同国産グレープフルーツなどミカン科
生果実の輸入は禁止されています。
　しかし、平成22年8月18日、二国間での技術的検
討の結果、条件付きでの輸入解禁となり、トルコか
ら発送され他の地域を経由しないもので、かつ航
海中における低温処理（生果実中心部が2℃となっ
たあと、引き続き19日間その温度以下で消毒、又は
3℃となったあと、23日間その温度以下で消毒）な
ど、一定の条件を満たしたグレープフルーツ生果
実については日本への輸入が認められています。
　また、輸入検査を実施する前に植物防疫官がト
ルコ共和国大使館職員と共同で温度記録及び各条
件が満たされていることを確認しています。
　トルコは農業大国で、さまざまな青果物を生産
しており、グレープフルーツ生果実の輸出量は、
南アフリカ、中国に次いで世界 3 位です。（出典：
USDA，Citrus:World Markets and Trade July 2020）

　植物検疫統計によると、グレープフルーツ生
果実全体の輸入量は過去 3 年減少傾向にあります
が、同国産グレープフルーツ生果実の輸入量は輸
入解禁以降増加傾向となっています。
　今シーズンのトルコ産グレープフルーツ生果実
の輸入は、3 月頃まで続く見込みです。

　福岡空港の国際定期航空路線は29社、23路線が
就航し、週当たり790便の発着、年間640万人の利用
者があり、このうち、約70％が韓国路線及び中国路
線でした。しかし、新型コロナウイルス感染症拡
大の影響により、令和2年3月9日以降、中韓からの
旅客機の到着地は成田国際空港と関西国際空港に
限定され、また、定期航路の主要国が、入管法に
基づく入国拒否対象地域に指定されたことなどに
より、ほとんどの国際線定期便は運休となりまし
た。福岡空港では、長期滞在の特例許可者などの
需要を見越した台湾便が週1～2便、同様にフィリ
ピン便が7月から週1～2便を運航しているほかは、
国際線の運航が1便もない状況が続いてきました。
　しかし、11月から主要な国が日本を入国拒否対
象地域から解除し、また、中断していた中韓便に
ついても、11月17日から福岡空港の入港が可能と

なるなど、入国制限が緩和されました。特に、韓
国便については、緩やかな回復傾向が見られ、11
月からアシアナ航空が、12月からジンエアー、大
韓航空及びティーウェイ航空が週 1 便運航してお
り、12月現在で、週3～4便の韓国便が入港してい
ます。
　現在では従来の就航便数には大きく及ばないも
のの、福岡空港の国際線のニーズは高く、今後新
型コロナウイルス感染症の影響が少なくなれば、
運航の再開や新規就航が期待されています。

トルコ産グレープフルーツ生果実の輸入検査
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　新型コロナウイルス感染症拡大の影響により那覇空港
では、国際線の運休が続いている中、税関と航空会社
の主催による輸入手続き合同訓練が 10 月～ 12 月にかけ
て８日間実施され、植物防疫所も参加しました。
　この訓練の目的は、運航再開を想定し新規採用者や
他部署からの異動者で、まだ国際線旅客の対応経験が
ない、また運休のため久しく現場対応していないスタッフ
の課題などを解決する能力の維持・向上です。
　訓練では、主催者のスタッフが旅客役となり、税関の
検査において未検査の果物などが発見され、植物検疫
カウンターへ誘導される流れで行われました。また、動植
物検疫探知犬の探知訓練も併せて実施し、探知犬が反
応した果物入りスーツケースを所持していた旅客役への
質問や植物検疫カウンターへの受検誘導を行いました。
旅客役からは「なぜダメなのか。」、「日本からの帰国時
に持って帰りたい。」、「検査証明書がなくともここで検査
すればよいのではないか。」、「輸入に必要な検査証明書
とは、どのようなものなのか。」、「出発の空港で何も言わ
れずに航空機に持ち込めた。」などの質問や意見、さら
に英語や中国語での問いかけもあったことから、多言語
版の資料を用いて丁寧に植物検疫制度について説明を

行いました。本番に近いリアルな環境でのシミュレーション
により、関係機関との連携を強め、国際線運航再開に
備えることが出来ました。
　那覇空港は、国際線ターミナルの拡張により空港機能
が飛躍的に向上したことで、海外からの旅行者の増加
が見込まれることから（39 号に記事掲載）、関係機関と
さらなる連携に努めてまいります。
　また、那覇空港の検疫探知犬は今後順次増頭され
る予定で、動植物の違法な持込を防ぐため、水際対
策の強化を図っていくとともに、広報活動をより一層強化
し植物検疫制度を旅行客へ広く周知できるよう努めてま
いります。

那覇空港国際線での輸入手続き合同訓練

那覇空港国際線で輸入手続き合同訓練を実施那覇空港国際線で輸入手続き合同訓練を実施

植物防疫所における採用活動植物防疫所における採用活動
各植物防疫所で開催し、事務系においても同様に各
地方農政局及び動物検疫所と合同で開催し、国家公
務員一般職（大卒程度）試験合格者の中から採用候
補者50名（事務系５名、技術系45名）を決定しました。
　また、新たに社会人経験者を対象に選考採用試験

（ 技 術 系）も実 施し、同 様にオンライン業 務 説 明 会、
対面式などによる選考試験により、採用候補者５名
を決定しました。
　今年度の様な変則日程での採用活動は来年度以
降も続く可能性がありますが、日本の植物検疫業務の
体制強化のための人材確保は必要不可欠でとても重
要な業務です。引き続き植物防疫所全体で採用活動
に取り組んでまいります。

　令和２年度は新型コロナウィルス感染症拡大防止
のため、計画されていたイベントが中止となり、緊
急事態宣言に伴うテレワークなどによる分散出勤な
どのため採用活動が例年どおり始められない状況と
なりました。また、国家公務員試験の実施も延期さ
れる事態となり、採用活動期間が短くなるなど近年
では類を見ない年となりました。
　例年の採用活動は春先頃から開催される人事院各
地方事務局主催によるイベントから始まりますが、
一斉に中止となり、就職活動を行う学生達が植物防
疫所の名前と植物検疫業務を知る機会が減ったこと
から、採用活動の進め方を見直しすることになりま
した。新たな試みとしてリモート参加による「オン
ライン業務説明会」を各植物防疫所で開催し、例年
開催している職場見学会の代替として6月から採用
活動を始めることとなりました。コロナ禍におい
て状況が落ち着き始めた７月頃から３密対策を講じ
ながら従来の対面式による業務説明会、官庁訪問を


